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 分析とまとめ 
 

  



  一院制 議会制民主主義 

 参政権 18歳の誕生日のある月から 

 

 国会 スウェーデン国籍保持者 

 県と市町村レベルは住民全員 

 

 これら3レベルで4年毎に選挙 

 

 

 



   比例代表制  

 

 個人より政党を選ぶ 

 党として投票率の最低４％を得ること 

 

 個人も選択可能  （1998年より導入） 

    国会は議員数の８％、自治体は５％ 

 

 

 

 



 投票用紙 国、県、市町村別 

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Valsedlar_Europaparlamentet_2009.jpg


    個人投票の仕組み 

 



        郵便投票 

 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/8/86/R%C3%B6stkort_2010.jpg


既成政党 国会には8党 ３４９議席 

 社会民主党 (112） 
 穏健党 （107) 
 環境党 (25)  
 国民党 (24) 
 穏健党 中央党 (23) 
 キリスト教民主同盟 (19) 
 左翼党 (19) 
 スウェーデン民主党 (19) 
 

 無所属 （１） 



     国会議員数 ブロック別 党別 
 
与党  １７３議席       (過半数の175に2席不足） 

   穏健党 (107) 
中央党 (23) 
国民党 (24) 
キリスト教民主同盟 (19) 
 
野党  １５６議席 
社会民主党 (112) 
環境党 (25) 
左翼党 (19) 
 

 スウェーデン民主党 (19) 
無所属 (1) 
 
女性率 45%  (006年は47%)   



   議会 349名の議員 
 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/1/14/2010_Riksdag_Structure.png




  政党のロゴ、シンボル 

 穏健党（M)  国民党（FP) 中央党（C)    キリスト教 

                             民主同盟（KD) 

 

 

 

 

 

 

 

   

社会民主     環境党（MP) 左翼党（V）   スウェーデン民主党 

労働党（S)        （SD) 
                 

https://www.facebook.com/miljopartiet
https://www.facebook.com/centerpartiet
http://www.flickr.com/photos/flickr-s/
http://kristdemokraterna.se/
https://www.facebook.com/vansterpartiet
http://en.wikipedia.org/wiki/File:Sverigedemokraterna.svg
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    選挙運動 ポスター 



      

 



 



 



 



    選挙運動 街頭演説 



 



    

 プライドフェスティバル 2010年 
ホモセクシュアル、バイセクシュアル、トランス 

    セクシュアルの祭典  
 



   政党は社会の動きに敏感 



 



左翼党、社会民主党、環境等の党首 

 



 



 スウェーデン政治制度の特徴 

   高い投票率 

   女性議員が多い 

   若い層の活躍 

   政治が面白い 

 



     高い投票率        

 

   国会レベル  ８８．３％ 

   （前回より２．６％増) 

 

   自治体レベル  

   県     ８１．６％ 

   市町村  ８８．１ 

 



  高い投票率の背景には 

 

  政治は我が事 当事者意識 

 

  プライベート・ライフ＝政治 

   「個人的な事は政治的なこと」 

 

 



   女性や若年層が活躍 

 女性の社会参加 

 平等感覚 人ひとりの価値は同等 



    なぜ政治が面白いか 

  政治家と市民の距離が近い 

  自分が政治に影響力をもつと考えている 

  豊富な情報 （メディアも含め） 

  



 

 

法律ができるまで 

     －実験国といわれる理由 

1. 世論を重視して立案 

2. 法案を関係機関がチェック（レミス制度） 

3. 修正案の制作 政治決定 

4. 実施 

5. 世論 

6. 再検討 

１．修正案 

  



   スウエーデンの特徴 

 情報の公開 

 透明度のたかい国家組織＝クリーンである 

  公的機関の賄賂が少ない 

 有能な官僚 ソシアル・エンジニアリング 

    国と市民に尽くす 

 組織力 

 連帯の精神  

 個人の自律と自立 権利と責任  

 

  

 

 

 



 国家と個人のよい関係 

 

 個人は国を自分たちで動かしていると信じて
いる 

 

 国を信頼している 

 

 自分と家族が守られているという安心感があ
る 

 


